
  
 

一

 
 

 

独
立
行
政
法
人
日
本
ス
ポ
ー
ツ
振
興
セ
ン
タ
ー
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案 

 

独
立
行
政
法
人
日
本
ス
ポ
ー
ツ
振
興
セ
ン
タ
ー
法（
平
成
十
四
年
法
律
第
百
六
十
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

 

第
三
条
中
「
又
は
幼
保
連
携
型
認
定
こ
ど
も
園
」
を
「
、
幼
保
連
携
型
認
定
こ
ど
も
園
又
は
専
修
学
校
（
高
等
課
程
に
係
る

も
の
に
限
る
。
）
」
に
改
め
る
。 

 

第
十
五
条
第
一
項
第
八
号
中
「
学
校
及
び
」
を
「
学
校
、
」
に
改
め
、
「
と
い
う
。
）
」
の
下
に
「
及
び
学
校
教
育
法
第
百

二
十
四
条
に
規
定
す
る
専
修
学
校
（
同
法
第
百
二
十
五
条
第
一
項
に
規
定
す
る
高
等
課
程
に
係
る
も
の
に
限
る
。
）
」
を
加
え

る
。 

 

附
則
第
八
条
第
一
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。 

 
 

セ
ン
タ
ー
は
、
当
分
の
間
、
第
十
五
条
及
び
附
則
第
六
条
第
一
項
に
規
定
す
る
業
務
の
ほ
か
、
次
に
掲
げ
る
施
設
の
管
理

下
に
お
け
る
児
童
福
祉
法
第
四
条
第
一
項
に
規
定
す
る
児
童
の
災
害
に
つ
き
、
当
該
児
童
の
保
護
者
に
対
し
、
災
害
共
済
給

付
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。 

 

一 

保
育
所
（
児
童
福
祉
法
第
三
十
九
条
第
一
項
に
規
定
す
る
保
育
所
を
い
う
。
次
号
に
お
い
て
同
じ
。
） 

 

二 

児
童
福
祉
法
第
五
十
九
条
第
一
項
に
規
定
す
る
施
設
の
う
ち
同
法
第
三
十
九
条
第
一
項
に
規
定
す
る
業
務
を
目
的
と
す



 

  
 

二

る
施
設
（
次
号
の
施
設
を
除
く
。
）
で
あ
っ
て
、
文
部
科
学
大
臣
及
び
厚
生
労
働
大
臣
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
そ
の

設
備
及
び
運
営
が
保
育
所
に
係
る
基
準
に
準
ず
る
も
の
と
し
て
文
部
科
学
大
臣
及
び
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
基
準
に
適

合
す
る
と
認
め
ら
れ
る
も
の 

 

三 

就
学
前
の
子
ど
も
に
関
す
る
教
育
、
保
育
等
の
総
合
的
な
提
供
の
推
進
に
関
す
る
法
律
第
二
条
第
六
項
に
規
定
す
る
認

定
こ
ど
も
園
で
あ
っ
て
児
童
福
祉
法
第
五
十
九
条
第
一
項
に
規
定
す
る
施
設
の
う
ち
同
法
第
三
十
九
条
第
一
項
に
規
定
す

る
業
務
を
目
的
と
す
る
も
の 

 

四 

児
童
福
祉
法
第
六
条
の
三
第
九
項
に
規
定
す
る
家
庭
的
保
育
事
業
、
同
条
第
十
項
に
規
定
す
る
小
規
模
保
育
事
業
又
は

同
条
第
十
二
項
に
規
定
す
る
事
業
所
内
保
育
事
業
（
次
号
に
お
い
て
「
特
定
保
育
事
業
」
と
い
う
。
）
を
行
う
施
設 

 

五 

児
童
福
祉
法
第
五
十
九
条
第
一
項
に
規
定
す
る
施
設
の
う
ち
同
法
第
六
条
の
三
第
九
項
、
第
十
項
又
は
第
十
二
項
に
規

定
す
る
業
務
を
目
的
と
す
る
施
設
（
次
号
の
施
設
を
除
く
。
）
で
あ
っ
て
、
文
部
科
学
大
臣
及
び
厚
生
労
働
大
臣
の
定
め

る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
そ
の
設
備
及
び
運
営
が
特
定
保
育
事
業
を
行
う
施
設
に
係
る
基
準
に
準
ず
る
も
の
と
し
て
文
部
科
学

大
臣
及
び
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
基
準
に
適
合
す
る
と
認
め
ら
れ
る
も
の 

 

六 

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
（
平
成
二
十
四
年
法
律
第
六
十
五
号
）
第
五
十
九
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
助
成
を
受



  
 

三

け
て
い
る
施
設
の
設
置
者
の
当
該
助
成
に
係
る
業
務
を
目
的
と
す
る
施
設
の
う
ち
児
童
福
祉
法
第
六
条
の
三
第
十
二
項
に

規
定
す
る
業
務
を
目
的
と
す
る
も
の 

 

附
則
第
八
条
第
三
項
中
「
学
校
の
設
置
者
」
を
「
学
校
」
に
、
「
附
則
第
八
条
第
一
項
に
規
定
す
る
保
育
所
等
の
設
置
者
又

は
同
項
に
規
定
す
る
特
定
保
育
事
業
を
行
う
者
」
を
「
附
則
第
八
条
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
施
設
」
に
改
め
る
。 

 
 

 

附 

則 

 

こ
の
法
律
は
、
平
成
二
十
九
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

 
 





  
 

五

 
 

 
 
 

理 

由 

 

専
修
学
校
の
高
等
課
程
の
管
理
下
に
お
け
る
生
徒
の
災
害
及
び
一
定
の
基
準
を
満
た
す
認
可
外
保
育
施
設
又
は
企
業
主
導
型

保
育
事
業
を
行
う
施
設
の
管
理
下
に
お
け
る
児
童
の
災
害
に
つ
い
て
、
独
立
行
政
法
人
日
本
ス
ポ
ー
ツ
振
興
セ
ン
タ
ー
の
災
害

共
済
給
付
の
対
象
と
す
る
必
要
が
あ
る
。
こ
れ
が
、
こ
の
法
律
案
を
提
出
す
る
理
由
で
あ
る
。 


